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行政・NPO協働事業助成（行政提案型） 実績報告 
 

団体名 シンフォニー 代表者名 代表理事 山崎 勲 

事業名 団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり支援事業 

協働の相手方 兵庫県企画県民部県民文化局地域協働課 

 

事業実施実績 

年 月 日 活 動 内 容 

平成22年11月6日 オープニングセミナー 

平成22年11月20日 第１回体験 「むかし懐かし日本のごはん」 

平成22年12月4日 第２回体験 「エコな農園を体験する」 

平成22年12月18日 第３回体験 「瀬戸内の魚を学ぶ・料理する・食す」 

平成23年1月27日 第４回体験 「フードバンク活動を知っていますか?」 

平成23年2月19日 第５回体験 「神々の食事－神饌と伝統野菜」 

随時 
第６回-A体験 「食にまつわる作業所体験！」 たつのこ工房 

第６回-B体験 「食にまつわる作業所体験！」 一期一会 

平成23年3月2日 第７回体験 兼 クロージングイベント 「“食”のバザール」  事前説明会 

平成23年3月13日 第７回体験 兼 クロージングイベント「“食”のバザール」 
 

効果と成果 

■オープニングセミナー 

「楽しい」から始まる「社会貢献・ボランティア」があることを栗木講師は評してくれた。 

■第１回体験 「むかし懐かし日本のごはん」 

日本人の体が欲する食事について改めて参加者に考える機会を提供できた。 

■第２回体験 「エコな農園を体験する」 

この事業が目指す、「“楽しい”から始まる」ことを実践できた体験であった。 

■第３回体験 「瀬戸内の魚を学ぶ・料理する・食す」 

私たちが美味しく魚を食べることができる陰に、多くの人達の多くの努力があることを参加者は知ることができた。 

■第４回体験 「フードバンク活動を知っていますか?」 

 “もったいない”という心を呼び戻すことにも繋がるということを知ることができた。 

■第５回体験 「神々の食事－神饌と伝統野菜」 

その土地で暮らす人が食べるという自然な営みについて再確認する事ができた。 

■第６回-A体験 「食にまつわる作業所体験！」 たつのこ工房 

まずは障がい者を知って欲しい、障がい者と付き合ってみて欲しいという当企画の趣旨に沿った体験となった。 

■第６回-B体験 「食にまつわる作業所体験！」 一期一会 

『たつのこ工房』と同様、知って欲しい、付き合ってみて欲しいという趣旨を実現できた。 

■第７回体験 兼 クロージングイベント 「“食”のバザール」  事前説明会 

バザールを開催するに際し、参加団体との調整に合わせて、当日お手伝いをするボランティア体験者との顔合わ

せを兼ねて、事前説明会を実施した。 

■第７回体験 兼 クロージングイベント「“食”のバザール」 

第 7回体験兼当事業のクロージングイベントとして実施した。 

参加団体に、ボランティア参加者に、来場者に“何か”を与えてくれたイベントとなった。 
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